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富 田 和 久,太 田 隆 夫
非平衡定常状態では,平衡状態 とちがって一般に時間反転対称性が破れてお り,確率
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ここで文献 1で定義された, detailedbalanceの破れに対応する回転量 a≡ (CSK
-Rqs)/2を使 った｡㈲,(Bの意味は2-gate Paf
p2(E｡,t言 ,t)-p(亨lま )p s ( F.)
-1>
-う -一-I
を終状態 Eについて,及 び始状態 Eoについて変分十れは各々,掬及び個が得 られること
から,掬は averageregressionevolution,43)はその時間反転形で,一般の2-gate
Pathはその一次結合 となる｡ 回転量 αは,ここではこの両者の対称性の破れに対応 し
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ていることが分 る｡これは,一般化 された力 Ⅹ-一銅 /∂7--gs･Eを用いて
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量 αが,系の非平衡性に対応する巨視的な 流れ量 に比例することを示すことができ
る｡
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